
シ
モ
ヤ
マ
ダ
下
山
田

河
北
部
英
凶
郷
に
臨
す

る
部
古
川
。
元
文
の
産
物
醤
上
級
に
.
こ
の
村
の
出
の

肢
に
木
黙
の
初
ち
た
る
如
き
黒
色
の
土
が
あ
っ
て
、

之
を
乾
践
し
て
焚
け
ば
燃
え
る
と
あ
る
。

シ
モ
ユ
ガ
ハ
下
湯
川

臨
応
部
上
湯
川
の
内
の

ト
字
。

シ
モ
マ
チ
ノ
シ
ョ
ウ
下
町
野
産

承
久
=
忍
設

↑
紀
は
前
川
利
市
の
時
元
利
二
・三
年
の
頃
で
あ
ら
う

却
の
能
時
四
州

川
政
円
録
味
洲
捕
の
中
に、

『
ド
剛
山
町

一
と
い
は
れ
る
。
天
和
三
年
加
白
滞
は
、従
来
の
上
屋
敷

陀
、
沼
町
六
段
、
久
安
冗
年
放
努
欣
』
と
児
え
る
。

一
た
る
日
間
口
郎
が
焼
け
た
か
ら
、
=一月

H
一
日
本
郷
邸

後
山
下
町
野
郷
は
邸
中
↑捕
に
邸
し
て
ゐ
る
。

一
を
上
民
般
に
抗
て
、
岡
崎
に
平
地
郎
を
下
短
放
と
し

シ
モ
ム
ギ
h
y
チ

下

官官
口

向
日
れ
能
尖
巾
料
悔

や
た
が
、
汗
胎
邸
は
延
山
μ
七
年
二
且
初
め
て
諒
府
か
ら

郷
に
印
刷
す
る
部
族
。

一
受
け
た
'も
の
で
あ
っ
た
o
揺
の
末
期
に
於
い
て
は
、

シ
モ
ム
ラ
ノ
ジ
ン
ヤ
下
村
の
陣
屋

氏

苧
元
年

一
一
中
地
郎
の
こ
と
を
彼
俄
郎
と
も
呼
ん
で
ゐ
た
o
明
治

七

HAH抗
日
能
較
に
於
け
る
土
方
伊
れ
守
鮒
陥
の
期
間

一
元
年
J
l

二
月
誕
地
郎
を
上
反
政
、
本
郷
郎
を
中
屋
仙
畑

地
を
M
U
牧
し
た
時
、

入
且
門
相
附
か
ら
勘
定
役
山
中
忍

一
と
し
た
際
に
も
、
平
地
〈
仮
締
)
郎
は
依
然
下
屋
敷
と

兵
術
・竹
村
九
郎
衛
門
容
が
州
役
し
て
之
官
JrA
取
り
、
一
い
は
れ
た
が
、
三
年
八
月
平
地
郎
を
私
郎
と
抑
制
し
た

次
い
で
似
川
保
ド
村
に
削
日
出
を
設
け
、
訓
軒
町
十
助
そ

一
か
ら
、
下
町
出
般
の
械
は
削
減
し
た
。

の
代
官
と
な
り
、
出
に
は
手
代
を
芭
い
た
。
岡
村
小

一

シ
モ
ヤ
シ
キ
下
屋
監

加

到

訴
で
は
知
行
の

E

字
狐
尿
の
別
荷
制
は
、
東
山
富
を
岡
山
間
に
刷
っ
た
の

一
大
な
る
士
に
射
し
、
下
底
般
と
僻
す
る
一
地
鼠
を
奥

で
、
一冗
政
イ
五
年
こ
の
帥
口
出
の
銅
守
と
し
て
抑
制
し

一
へ
た
。
今
限
必
十
六
年
の
下
問
出
版
を
見
る
に
、
五
千

た
も
の
で
あ
っ
た
。
苧
保
七
年
六
且
非
附
領
を
加
到

一
石
~川
品
右
京
売
、

一
町
二
段
牢
。
一
万
五
千
石
抗
山

滞
に
預
け
た
る
を
以
て
、
下
村
の
榔
出
向
な
雌

L
、
山川

山
城
旬
、
三
町
七
段
牢
。
五
千
石
脱
山
式
部
少
輔
、

巾
村
に
滞
の
御
冊
以
前
役
所
を
設
け
た
。

一
一
町
二
段
牢
。

一
万
七
千
石
山
附
術
正
、
四
川
二
段

シ
モ
ム
ラ
ヒ
ョ
ウ
シ
ロ
ウ
下
村
兵
四
郎

J
イ
一
半
。
一
万
七
千
三
刊
行
村
訓
間
五
守
‘
岡
町
三
段
二

タ
ヤ
ヒ
ョ
ウ
シ
ロ
ウ
般
民
共
凶
郎
。

一
十
五
歩
。
一
万
一
ニ
J
T
b
H
K
九
郎
左
術
門
、
八
町
二
段

シ
モ
ム
ラ
モ
ト
カ
タ
下
村
幹
方

沼
桝
九
郎
太

一
字
。
二
万
四
千
抗
百
討
中
川
大
問
守
、六
町
一
段
二
十

夫
。
御

m
m必
に
助
社
L
、
後
小
市
川
に
結
ん
で
新
知

一
部
歩
。
七
千
二
一
円
以
十
討
三
輪
芯
階
守
、

一
町
八
段

八
十
石
を
没
け
た
。
明
和
九
年
出
用
六
日
間
訳
、
平
年

一
一
畝
七
歩
牢
。
六
千
百
小
師
股
訓
守
、

一
同
出
段
。

六
十
九
。
幹
方
は
三
抽
出
枕
録
法
を
淵
永
儲
林
に
交

一
波
千
百
奥
村
周
防
守
、
一
間
二
段
牢
。
六
千
九
百
石

け
、
明
利
七
年
十
一
且
雌
林
の
判
段
鰍
不
知
明
併
に

一
石
川
口
於
岐
守
、

一
町
七
段
二
」
1
五
歩
。
三
千
九
行
石

よ
っ
て
段
数
不
知
明
附
口
授
を
討
し
た
0

.

一
加
際
-命
見
司
、
九
段
七
畝
十
試
歩
。
五
千
抗
百
石
拠

シ
モ
モ
リ
下
森

眠
時
制
矢
附
り
一
門
の
小
字
。

一
野
紀
伊
守
、

一
町
三
段
七
畝
十
五
歩
。
四
千
石
玉
到

シ
モ
モ
リ
ジ
マ
下
森
島

石

川

川
町
級
品
の
内
の

一
市
正・

一
町
。
と
犯
さ
れ
て
ゐ
る
o
次
い
で
元
利
二

小
字
。

一
年
知
行
三
千
百
以
上
の
人
持
組
の
士
に
下
屋
敷
を
奥

シ
モ
ヤ
サ
ト
下
八
里

能
美
術
総
稿
欄却
に
日
間
す

一
へ
る
こ
と
人
L
、
瓜
泊
三
年
卯
月
官
二
日
に
は
、『
下

る
郎
新
。

一
向田
蜘
之
能
、
興
力
知
共
三
千
剥
迄
之
知
行
日
に
伎
は

シ
モ
ヤ
シ
キ
下
屋

厳

加

到
滞
の
江
戸
に
於
け

一
ば
、
自
分
厚
敗
者
三
千
羽
之
防
り
歩
高
被
下
、
下
島

る
ド
日
出
版
は
、
初
め
本
郷
郎
副
ち
柳
川
邸
と
も
上
町

一
般
は
被
下
問
敗
明
。
』
と
凱
定
せ
ら
れ
た
。
こ
の
下
屋

別
収
と
も
い
う
た
も
の

E
あ
っ
た
。
そ
の
附
抽
出
仙
の
年

一
般
は
分

mし
て
陀
織
を
住
民
せ
し
め
、
そ
れ
を
何
某

の
家
中
と
呼
ん
で
、
町
名
を
附
け
な
か
っ
た
。

シ
モ
ヤ
ス
エ
下
安
江

石
川
郡
紋
且
庄
に
臨
す

る
部
前
。
笛
Mm
に
、
音
上
安
江
の
村
訴
は
金
持
安
江

町
の
地
に
在
り
、
下
安
江
の
村
訴
は
穴
水
町
の
地
に

在
っ
た
が
、
間
出
長
中
隔
村
サ
ハ
に
現
在
の
所
に
移
帥
押
せ

し
め
ら
れ
た
と
い
は
れ
る。

シ
モ
ヤ
ス
ハ
ラ
下
安
原

石
川
郡
大
野
庄
に
図

す
る
邸
前
。
鎚
永
誌
に
、
こ
の
村
飯
山
山
手
に
太
閤
山
間

と
い
」
所
が
あ
っ
て
、
秀
吉
の
休
息
し
た
別
で
あ
る

と
犯
し
て
ゐ
る

o
X加
到
古
跡
考
に
、
金
制
仰
械
の
限

式
に
紙
焔
あ
る
時
は
、
こ
の
村
か
ら
夜
併
の
誌
を
上

る
例
で
あ
っ
た
と
あ
る
o

J
カ
ミ
ヤ
ス
ハ
ラ
上
安

原。
シ
モ
ヤ
h
F

下
矢
田

河
北
郷
英
問
郷
に
印
刷
す
る

部古川。
シ
モ
ヤ
マ
下
山

J

Y

モ
Y
一
フ
ヤ
マ
下
白
山
。

シ
モ
ヤ
マ
下
山

邸
主
部
七
初
庄
に
邸
す
る
部

古川。シ
モ
ヤ
7
イ
シ
下
山
石

邸
小中

mm下
山
に
援
す

る
石
材
。
揃
，
尻
石
と
も
務
す
る
。
都
武
級
色
砂
岩

で
、
慨
は
甚
だ
堅
い。

シ
モ
ヤ
マ
カ
シ
マ
シ
ヤ
下
山
鹿
島
社

側
主
柿

下
山
に
銀
座
し
た
。
能
登
名
跡
芯
に
、
『
下
山
村
云

々
。
鹿
島
明
前
な
り
。
川
耳
石
と
で
あ
り
。
此
加
は
い

か
な
る
地
践
に
も
動
く
こ
と
な
し
。
』
と
あ
っ
て
、

こ
の
臨
時
枇
は
今
白
山
副
社
と
都
す
る
も
の
で
あ
ら

号
，。

シモ
ー
ーシヤ

圃

杓
子
峠

シ
モ
ヨ
シ
ダ
下
吉
田

m)の
内
の
小
芋
。

シ
モ
ヨ
シ
タ
ニ
下
吉

谷

能

央
制
山
上
郷
に
凶

す
る
部
稿
。
克
永
十
五
年
こ
h

に
山
間
加
を
設
け
限
県

三
右
衛
門
を
し
て
守
ら
せ
た
が
、
後
に
削
滋
あ
る
を

以
て
河
阪
山
に
料
ぜ
し
め
た
。

シ
モ
ヨ
シ
ノ
下
吉

野

石

川
川
吉
野
の
内
の
小

字
。シ

モ
ワ
ヲ
ナ
ミ
下
浦
波

河
北
川
引
上
庄
に
凶

す
る
部
wm
。

シ
モ
ヲ
シ
ハ
ラ
下
俊
一
原
石
川
川
以
川
庄
に
M
幽

す
る
部
説
。

シ

ヤ

数

J
タ
イ
Y

ヤ
大
政
。

シ
ヤ
カ
ガ
ダ
ケ
四
時
迦
ぜ
岳

山
山
御
前
吊
か
ら

到
に
在
る
能
美
加
の
山
。
一
名
白
山
様
如
ヶ
馬
。
お

さ
二

O
五
三
米
。
地
質
向
閃
安
山
岩
。

シ
ヤ
カ
ド
ウ
穣
迦
堂

湖
町
川
川
則
松
正
に
凶
ず

る
部
活
。
能
官
名
跡
芯
に
、『
開
迦
立
村
の
氏
。
沼
は
、

御
榊
惚
丈
六
の
料
迦
如
来
也
。
川
批
地
は
大
帝
の
跡

な
ふ
り
と
て
‘
閉
山
零
時
間
り
有
。
』
と
あ
っ
て
、』
」
の
榊
枇

は
、
今
八
岬
抑
制
祉
と
な
っ
て
間
前
る
。

ジ
ヤ
テ
ア
ン
ド
ウ
コ
ウ
寂
毒
垣
光

金
持
切
削

宗
従
凶
寺
十
六
代
の
住
持
。
佐
川
問
は
引
笛
o
H
1
保
H

年
十
二
月
組
巾
氷
見
光
卸
寺
よ
り
法
山
し
、
延
竿
=
一

年
十
A
限
目
、
貸出
m
五
年
十
二
月
一

日
泌
化
し
た
。

シ
ヤ
h
y
ガ

イ

ケ

尺
ヶ
池

邸
主
抑
浦
上
町
内
の

小
字。シ

ヤ
ナ
カ
イ
マ
ル
錫
惚
丸

l
ハ
ツ
キ
マ
ル

描
刷
機
丸
。

シ
ヤ
ク
ギ
ン
借
銭

J
カ
シ
ギ

y
n似。

シ
ヤ
ク
ザ
キ
し
ゃ
く
崎

珠
洲
榔
折
戸
の
部
活

四
方
に
在
る
仰
。

シ
ヤ
h
y
シ
タ
ウ
ゲ

三
八
三

刑
制
咋
梢
古
川
〈
今
市
首

間山
心
掛
二
，

g
の

m


